
1979年 出上の木簡

奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
九
月
父

一
九
八
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
工
藤
圭
章

・
狩
野
　
久

５
　
】退
跡
の
種
類
　
宮
殿

。
官
衝
跡

６
　
泣退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
の
発
掘
地
は
、
藤
原
官
東
面
北
門
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、

前
号
で
報
告
し
た
木
筒
出
土
地
域

（第
二
四
次
調
査
）
の
北
に
接
す
る
場
所
で
あ

る

（第
二
七
次
調
査
）。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤
原
官
東
面
大
垣

（
Ｓ
Ａ
一
七

五
）
と
そ
れ
に
取
り
つ
く
門

（
ｓ
Ｂ
一一五
〇
〇
）、　
大
垣
の
東
側
の
官
外
濠

（
ｓ

Ｄ
一
七
〇
）、
同
西
側
の
官
内
濠

（
ｓ
Ｄ
壬
二
〇
〇
）、　
外
濠
の
東
の
南
北
棟
建
物

（
Ｓ
Ｂ
一三
九
〇
）
等
が
あ
る
。
門
は
、
宮
東
限
地
域
で
は
じ
め
て
検
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
南
北
五
間
、
東
西
二
間
の
礎
石
建
ち
で
、
柱
間
寸
法
は
梁
行

・
桁

行
と
も
約
五

。
一
ｍ
の
規
模
を
持
つ
。
宮
東
面
に
三
門
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
官

城
門
の
う
ち
の
北
門
に
当
る
。　
こ
の
他
に
、　
古
墳
時
代
の
濤
や
、　
宮
造
営
直

前
の
時
期
の
建
物
、
三
条
大
路
計
画
線
、
官
廃
絶
後
の
建
物
や
井
戸
等
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
外
濠
と
内
濠
で
あ
る
。
総
計
八
八
〇
点
の
木
簡
が
出

土
し
た
が
、
内
濠
か
ら
は
二
点
だ
け
で
あ

っ
た
。

ま
ず
内
濠
は
、
大
垣
か
ら
約

一
二
ｍ
西
に
位
置
す
る
素
掘
り
の
南
北
濤
で
、

北
流
す
る
。
幅
は
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約
○

・
八
ｍ
あ
り
、
今
回
は
長
さ
三
七

ｍ
分
を
検
出
し
た
。
濤
の
堆
積
は
大
き
く
三
層
あ
り
、
第

一
層
か
ら
瓦
類
、
第

二
層
か
ら
は
多
量
の
上
器
類
、
第
二
層
か
ら
は
瓦
類

・
土
器
類

・
木
片
が
出
土

し
た
。木
簡
は
最
下
層
の
第
二
層
か
ら
木
片
類
と
共
に
出
上
し
た
。
一
点
は

「
布

百
端
」
の
文
字
が
読
め
る
小
断
片
だ
が
、
他
の
一
点
は
墨
痕
の
み
で
あ
る
。

次
に
外
濠
は
、
大
垣
か
ら
約
二
〇
ｍ
東
に
位
置
す
る
同
じ
く
素
掘
り
の
南
北

濤
で
、
北
に
流
れ
る
。
幅
は
約
五

・
五
ｍ
、
深
さ
約

一
・
二
ｍ
あ
り
、
今
回
は

総
長
五
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
濤
の
堆
積
は
大
き
く
四
層
に
分
れ
、
第

一
層
か

ら
は
少
量
の
土
器
片
、
第
二
層
か
ら
は
大
量
の
瓦
類
、
第
三
層
か
ら
は
木
暦

・

瓦
類

・
土
器
類
、
第
四
層
か
ら
は
木
暦

・
瓦
類
が
出
土
し
た
。
第

一
層
は
濤
廃

絶
後
に
最
終
的
に
埋
め
た
て
た
土
層
、
第
二
層
は
や
は
り
廃
絶
時
に
瓦
を
投
げ

こ
ん
で
埋
め
た
土
層
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
下
の
二
層
は
水
流
に
よ
る
堆
積
で
あ

り
、
木
衝
は
こ
の
二
層
か
ら
出
土
し
た
。
第
二
層
は
黒
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
の
混

じ
る
粗
砂
か
ら
な
り
、
加
工
木
片
が
多
く
、
木
簡
も
こ
の
層
か
ら
多
く
出
土
し

た
。
最
下
層
の
第
四
層
は
粗
砂
で
、
礫
を
混
じ
え
、
瓦
片

。
自
疼
木

・
手
斧
に

よ
る
材
の
削
片
と
共
に
木
簡
が
出
土
し
た
。
外
濠
の
場
合
は
、
前
回
の
二
四
次

調
査
で
の
内
濠
の
よ
う
な
木
簡
を
特
に
集
中
的
に
出
土
し
た
個
所
は
な
い
が
、

や
は
り

一
様
に
出
土
す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
の
場
合
、
北
端
か
ら

一
二
ｍ
程

の
間
で
全
体
の
約
四
〇
％
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容

「謹
啓
今
忽
有
用
庇
故
醤
　
　
　
」

「及
末
醤
欲
給
恐
く
謹
請

馬
寮

」

「左
右
馬
寮
　
　
神
祇
官
　
　
」

「造
兵
司
解
　
酬
配
印
ド
×

〔寸

五

分
ヵ〕

「六
□
□
□
回
□
回
□
回
×

「内
膳
司
解
供
御
回
□
□
□
　
　
ｘ

「□
□
御
料
塩
三
斗
　
□
□
□
□
×

「織
部
司
解
　
　
　
□
　
　
　
□

「謹
□
♂
酒
司
正
国
麻
□
×

「□
□
□
□
□
□
□
×

〔皇
太
妃
己

〔年
芭

「□
□
□

日
□
□
□
口
日
日
□
×

「造
木
茎
虎
　
　
　
大
初
位
下
晰
乾

「儲
人
元
位
民
忌
寸
老
人

□
□
□
官
職
解

μ
∞
Φ
Ｘ

∞
や

×

ヽ

　

Ｏ
μ
μ

∞
〇
⇔

Ｘ

（
μ
〕
）
Ｘ

Φ

　

Φ
∞
μ

（∞Ｏ
Φ）
×
（］
μ）
×
伽　　〇∞
μ

（
μヽ
∞
）
Ｘ
（⇔
）
来
”　　Φ∞】

（［∞∽
）
×
（『
）
Ｘ
∞　　〇∞
臣

（牌卜Φ）
×
（Ｎ）
×
『　　〇∞μ

（
μｍ卜
）
×
（
μ∞
）
×
伽
　
Ｏ
μΦ

（］］卜
）
Ｘ
（やヽ
）
×
『　　Φ
μΦ

（∞卜
）
×
い翌弾×
∞
　
Ｏ
μΦ

l10ω

・

⑮

・
×
□
少
初
位
上
多
治
比
橘
連
建
麻
呂

×
『
回
〔断
縛
呂
』
回
多
治
比
阿
岐
連
枚
夫

〔門
芭

「送
建

マ
ロ

「＜
国
大
殿
□
□

「南
細
殿

□

「
　

□

　

　

日

〔嶋
也

□
衛
士
四
人
馬
人
豊
□
」

□
」

「各
道
前
國
勝
間
田
郡
」

「鳴
里
旧
マロ如団
　
　
」

「大
伯
郡
長
沼
里
」

「縣
使
マ
加
比
俵
」

「＜
備
中
國
下
道
郡
矢
田
マ
里
春
税
五
斗
」

「＜
津
刀
里
津
守
連
×

少
子
マ

F日

衛
士

□

（�ヽ
〇
）
×
（Φ）
Ｘ
”　　〇∞
μ

（解枷∞
）
×
（〕∞
）
×
∞　　Φ
μΦ

（やヽ
）
×
やい
×
枷　　ＯфΦ

（
μΦや
）
Ｘ
（
μや
）
×
∞　　⇔
μμ

（
ＨＯ
卜
）
Ｘ
（
μ牌
）
Ｘ
ω　
　
Ｏ
∞
μ

ド
μ
Ｏ
×

μ
『

×

”

　

〇
岸
μ

〕ド
Ｘ
∞〇
×
ω
　
Ｏ
Ｐμ

μ協
×
含
９
×
枷　
ｏ駕

（
μＯ卜
）
×
牌蒔
Ｘ
∞
　
〇
∞Φ



1979年 出上の木簡

⑬
　
「＜
参
河
國
波
豆
郡
矢
田
里
白
髪

マ
小
□
□
　
（Ｐこ
大
し
溢

ｏ毬

の
　
「＜
伊
豆
國
田
方
郡
〔咀
鮮
牟
里
次
丁
三
分
調
□

浄（〕ω∞）
×
（μΦ）
×
『　　〇∞Ｏ

右
は
外
濠
出
土
の
主
な
木
衝
の
釈
文
で
あ
る
。
こ
の
中
に
掲
げ
な
か
っ
た
が
、

年
紀
の
あ
る
も
の
は
三
点
あ
り
、
す
べ
て
和
釦
元
年
で
あ
る
。
貢
進
物
荷
札
は

評
制
下
の
も
の
が
な
く
、
国
郡
里
表
記
の
も
の
だ
け
で
あ
る
こ
と
や
、
官
司
名

や
位
階
表
記
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
の
木
簡
は
大
宝
令
制
下
の
時
期
の
も
の
が
大

部
分
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
全
体
を
通
じ
て
特
に
内
容
上
の
一
括
し
う
る
特
色

と
い
っ
た
も
の
は
う
か
が
え
な
い
。
第
二
四
次
調
査
地
で
は
、
奴
婢
関
係
の
木

簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
が
、
今
回
は
隣
接
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
連
の

あ
る
の
は

「
官
奴
」
と
判
読
可
能
な

一
点
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

官
司
名
と
し
て
は
、
左
右
馬
寮
、
神
祗
官
、
造
兵
司
、
内
膳
司
、
繊
部
司
、

造
酒
司
等
の
令
制
官
司
の
他
、
皇
太
妃
官
職
や
造
木
画
処
が
あ
る
。
皇
太
妃
官

職
は
初
め
て
知
ら
れ
た
官
司
名
だ
が
、
文
武
天
皇
在
位
中
、
そ
の
母
の
阿
閑
皇

女

（即
位
し
ζ
死
明
天
皇
）
が
皇
太
妃
と
称
さ
れ
で
い
た
か
ら
、
そ
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
官
司
が
置
か
れ
た
目
的
や
、
中
宮
職
と
の
関

連
な
ど
検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
い
。
造
木
画
処
は
、
い
わ
ゆ
る

「
所
」
の
一
つ

と
み
ら
れ
、
木
画
は
正
倉
院
の
工
芸
品
等
に
あ
る
モ
ザ
イ
ク
装
飾
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
他
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
①
の
関
号
を
記
し
た
木
簡
が
あ
る
。
建

部
門
は
、
平
安
宮
で
は
官
城
十
二
門
の
う
ち
の
東
面
の
中
央
門
で
あ
る
。
少
子

部
門
は
平
安
官
に
は
な
い
門
だ
が
、
氏
族
名
門
号
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
藤
原

官
で
は
官
城
門
と
し
て
建
部
門
と
共
に
官
の
東
面
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
①
の
儲
人
は
奈
良
時
代
史
料
に
散
見
す
る
が
、
実
態
は
不
明
で

あ
る
。
①

・
⑫
の
大
殿

・
南
細
殿
は
、
官
内
の
殿
舎
名
と
し
て
注
目
で
き
る
。

貢
進
物
荷
札
で
は
、
備
前

・
備
中
等
の
吉
備
関
係
の
木
簡
が
⑬
を
９
を
含
め

一
〇
点
出
土
し
て
い
て
特
に
多
い
。
こ
の
中
側
は
、
年
料
香
米
を
香
税
と
記
す

古
い
例
で
あ
り
、
か
つ
木
簡
で
は
初
見
で
あ
る
。
ω
の
次
丁
（老
丁
・
残
疾
）
の

調
荷
札
も
初
出
で
あ
り
、
正
丁
の
三
分
の
一
を
納
め
る
令
の
規
定
に
対
応
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
④
の
津
刀
里
は
摂
津
国
武
庫
郡
に
属
す
る
。

９
　
関
係
文
献

倭
服
躙
維
政
　

『
藤
原
官
出
土
木
簡
⑪
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

同
　
　
　
　
『
飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
⑩
』
　
　
　
一
九
八
〇
年

（加
藤
　
優
）



．　
　
　
　
　
　
　
吐
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一

Ｍ　　　　　　　螂　　　　　　Ｎ盗とと屋瓜

ド

＝

＝

ユ

ー
ｏ

つ

Sil:i:i::

第 1図 藤原宮第27次発掘調査遺構図

古
屋
員

● 文化財研究所調査

。 奈 良 県 調 査

数字 :調査次数

第 2図 藤原宮木簡出土地点図


